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第１章 村の将来像 

１ 村の将来像 

 

 

 

飯舘村は、震災以前から人と人とのつながりや、四季折々の自然との共生を大切にしながら、

澄んだ空気に包まれた穏やかな暮らしを育んできました。 

「美
うる

わしく 清
きよ

らかな村 いいたて」は、美しい自然と、人と人がていねいにつながる関係に

よって形づくられる、心地よい村の姿を表しています。澄んだ空気や四季の風景に触れると、

ふっと心が軽くなり、気持ちが晴れやかになる。そんな「清らかさ」がこの村にはあります。 

「美
うる

わしく」「清
きよ

らかな」という言葉は、長く歌い継がれてきた村民歌「夢大らかに」の歌詞

にも含まれており、本村に根付いてきた想いを表すものでもあります。 

専門部会やアンケートにおいても、村の「美しさ」や「清らかさ」への想いは、大切な価値

観として共有されていました。 

 

村民一人ひとりがふるさとを想い、支え合いながら、将来のこども達のためにも、豊かな自

然と暮らしの環境を守り続け、「美
うる

わしく 清
きよ

らかな村」を次の世代へとつないでいく。 

そんな未来への希望と決意を込めて、「美
うる

わしく 清
きよ

らかな村 いいたて」を私たちの将来像と

し、具体的な数値目標を定め、計画的な取組を着実に推進します。  

「美
うる

わしく 清
きよ

らかな村 いいたて」 
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村民歌「夢大らかに」 

村民歌「夢大らかに」は、村制 10周年を記念してつくられ、本村ゆかりの教育者・詩人・郷

土史家である小林金次郎氏が作詞したものです。 

歌詞には、四季が息づく豊かな自然へのまなざし、人への思いやり、そして手と手を取り合

って村を興していこうという強い想いが込められています。震災後の避難先で暮らす多くの村

民の心を支える拠りどころにもなっています。 

村制 70周年を迎える今、この歌詞にある「美
うる

わしく」 

「清
きよ

らかな」という言葉を将来像とすることで、村を築 

いてきた歩みに想いを馳せ、これからの村づくりを力強 

く進めていく決意を示すものです。 

策定の経緯 

村の将来像は、専門部会での意見を踏まえ、アンケートで挙げられたキーワード、策定委員

会・策定推進委員会での協議を経て決定しました。 

■専門部会 

「村の将来像を考えよう」というテーマで検討し、各部会から様々な案が挙げられました。 

 
 
 
 
 
 
 
各部会から検討された村の将来像（ピンクの丸シールは共感した人の数） 

■アンケート 

村の将来像として大切にしたいキーワードとして、次のような言葉が挙げられました。 

 

自然 元気 豊か 飯舘村 バトン 利便性 共存 生涯 生き方 

世代 イイタテシティ 人々 大人 せいせい 一点突破 こども 

10 人以上が大切にしたいキーワードとして挙げた言葉 

 

また、「美わしく 清らかな」に関連する内容として、次のような意見をはじめ、多数の意見

が挙げられました。 

・さっぱりした人の心と雄大な自然がある村 

・ほっとする場所であり心の中から消えることがない場所、自然、人、絆が強い所である 

・村外に出かけるのも楽しいが、飯舘に帰ってくると安心して「ただいま」と言いたくなる 

・離れても飯舘の空、空気、土が私を作ったと思う  
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２ 将来人口 

（１）人口増加に向けた考え方 

近年、私たちの村を取り巻く環境は大きく変化しています。人口減少や少子高齢化が全国的

に進み、従来通りの自治体運営を続けることが難しくなりつつあります。特に、東日本大震災

からの復旧・復興に取り組んでいる本村は、その財源の多くを国や県からの支援に依存してお

り、これらの財政支援の縮小は、地域運営そのものを根底から揺るがす重大な脅威であり、深

刻な問題です。 

自治体サービスの対象は「人」であり、その活力を生む根幹も「人」です。したがって、生

産・消費を担う働き世代・子育て世代による経済活動と、それに伴う税収の確保が不可欠です。

だからこそ、村として明確な人口目標を掲げた上での「人口増加対策」に戦略的に取り組む必

要があります。 

本村における人口には、住民基本台帳人口、村内居住人口、なりわい人口、関係人口、交流

人口など様々な形があり、６次総後期計画では、その中で住民基本台帳人口、なりわい人口の

目標を設定し、その達成に向けて、村民はもちろん、村に関わる全ての人々が、それぞれの役

割で各種の施策・事業に参画することとしてきました。 

村に関わる人が増えることで、交流や活動が活発になり、仕事や取組の幅が広がります。そ

の結果、農業や観光など様々な分野で人手が求められ、なりわい人口の増加につながります。

なりわい人口の増加は、村での生活を選ぶ人の増加にもつながり、村内居住人口や住民基本台

帳人口の増加が期待されます。こうした人口の増加は、さらに地域の活力を高める要因となり、

村全体の発展につながります。本村では、このような好循環の実現を目指しています。 

この好循環を促進し、効果を測るため、本計画においては住民基本台帳人口、村内居住人口、

なりわい人口に着目し、将来的な目標を設定します。 

 

【村を支える様々な人口の関係図】 

 
 
  

 

住民基本台帳人口 

 

 

 

村内居住人口：本村に実際に住んで生活している人 

     （国勢調査人口にほぼ等しい） 

なりわい人口：村に住んでいるかどうかにかかわらず、

本村で働いたり、事業を行ったりして 

村の経済や活動を支えている人 

 

 
 

なりわい人口 

住民基本台帳人口：本村に住民票がある人の数を指し、 

行政上の基本単位となる人口 

（村内居住人口+村外に避難している人口） 

村内 

居住 

人口 

関係・交流人口：主体的に村に関わったり、訪れたり 

する人 

関係・交流 

人口 
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（２）住民基本台帳人口 

住民基本台帳人口は、このままの傾向だと令和 11（2029）年に 3,816 人となることが予測さ

れます。本村では、人口増加策等を講じることにより、合計特殊出生率を令和 3（2021）年に

おける全国平均の「1.20」を維持、転入者を近年の実績程度の年間約 40人確保することで、令

和 17（2035）年の住民基本台帳人口を約 4,000 人とすることを目標とします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

※すう勢人口：こども計画（令和 7 年 3 月策定）における将来人口の推計値（各年 4 月 1 日時点）。 

※６次総後期計画に示した人口の目標年次は令和 12（2030）年で人口(約 4,200 人）であったが、今回の人口 

の目標年次は令和 17（2035）年であり、６次総後期計画目標水準を上回るものとなっている。 

〔資料：住民基本台帳（各年 9 月末時点）及び推計〕 

 

図 住民基本台帳人口の目標  

R11(2029)年 
推計値 

3,816 人 

R17(2035)年 
目標値 

4,000 人 

住民基本台帳人口の目標 

令和 17（2035）年 約 4,000 人 
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（３）村内居住人口 

村内居住人口は、人口増加策等を講じることにより、さらに増やす必要があります。このた

め、合計特殊出生率を維持し、転入者数を近年の実績程度の年間約 40人確保することで、村内

居住人口の増加を図り、令和 17（2035）年に約 1,650 人とすることを目標とします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

〔資料：避難者情報管理システム（住民課 住民係）及び推計〕 

 

図 村内居住人口の目標 

 
住民基本台帳人口を現時点の推計値よりも増加させ、かつ村内居住人口を現状よりも増加さ

せるには、住環境や働く場、子育て支援など多方面にわたる整備が必要であり、短期間で成果

を出すことは容易ではありません。特に、震災や避難を経た本村においては、継続的な魅力発

信と信頼の構築が欠かせません。加えて、地域コミュニティへの受け入れ体制や、新しい暮ら

し方への柔軟な対応も求められます。人口増加には、単なる数値目標ではなく、誰もが安心し

て暮らし、関わり続けたいと思える「選ばれる村」づくりに向けた、地道な取組が必要です。 

施策効果により約 130 人の増加 
※R6（2024）年との差 

R17(2035)年 
目標値 

約 1,650 人 

村内居住人口の目標 

令和 17（2035）年 約 1,650 人 
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（４）なりわい人口 

なりわい人口の増加は、生産活動の拡大によって村内総生産を押し上げ、所得や消費の増加

を通じて自治体サービスの根源となる税収の確保にもつながります。また、なりわい人口を増

加させることは、将来の村内居住人口の増加を図る上での第一歩となります。本村では、地場

産業の振興はもとより、産業団地の整備や企業誘致、創業支援などの積極的かつ投資的な施策

を進め、令和 4（2022）年以降、平均して毎年約 20 人ずつなりわい人口を増加させることで、

令和 17（2035）年に約 1,270 人とすることを目標とします。 

 
 
 
 
 

 

※なりわい人口の実績値は経済センサスにおける全事業所における従業者数。 

※６次総後期計画に示した目標値（約 1,570 人）は担当課の調査によるもので、今回は推移が把握 

しやすい統計値を活用し、出典が異なるため、数値は一致しない。 

〔資料：経済センサス（令和 3 年）〕 

 

図 なりわい人口の目標 

 

なりわい人口の増加には、新たに人を呼び込む取組、働く場所や機会の創出、持続的な関わ

りの構築、産業基盤の強化や働く環境の整備など、継続的な努力が必要です。特に、様々な地

域との競争や人口の流動性が高まる中で、村に関心を持ち続けてもらうこと自体が容易ではな

く、村民一人ひとりの中長期的な取組が求められます。  

996 1,016 1,036 1,056 1,076 1,096 1,116 1,136 1,156 1,176 1,196 1,216 1,236 1,256 1,276

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

R3年
(2021)

R4年
(2022)

R5年
(2023)

R6年
(2024)

R7年
(2025)

R8年
(2026)

R9年
(2027)

R10年
(2028)

R11年
(2029)

R12年
(2030)

R13年
(2031)

R14年
(2032)

R15年
(2033)

R16年
(2034)

R17年
(2035)

(人)
実
績
値

推
計
値

従業者数（総数） 目標人口
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令和 17（2035）年 約 1,270 人 

施策効果により約 280 人の増加 
※R3（2021）年との差 

R17(2035)年 
目標値 

約 1,270 人 




